
ブルーノート東京がスターバックス リザーブ® ロースタリー 東京の

ためにセレクションしたアーティストによるミュージックライブ。 

コーヒーとともに楽しみたいクリスマスソングなどをお届けします。

【無料（※ビバレッジ注文必要）・事前予約制】

開催日時

開催場所

座 席

12/4（木）～12/25（木）の期間、全9公演予定

19:30 ～ 20:00

ロースタリー  東京4F AMU インスピレーションラウンジ

指定席

※席の選択はできません。予約確定後こちらで配席させていただきます。

※11/1（土）時点では一部の日程のみ予約開始となります。

残りの開催日に関しては11/28（金）に予約開始予定です。
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S C H E D U L E

川村竜
&

鈴木直人
&

岩月香央梨

窪田ひかり

閑喜弦介

12/4（木)

ミニトークセッション
「ブラジル音楽の楽しみ方」

12/9（火)

Tó Brandileone

12/15(月)

12/18(木)

12/9（火)は19：15から音楽・放送プロデューサー/選曲家の

中原仁さんをお招きして、ミニトークセッション

“ブラジル音楽の楽しみ方”を開催します。

12/11（木）
伊藤ゴロー

&
佐藤浩一 

12/25（木）
藤原さくら

&
別所和洋

大林武司12/22(月)

蔡忠浩 12/23（火） 

小西康陽 12/24（水）

追加



川村竜  &  鈴木直人  &  岩月香央梨

川村竜

高校生の頃からプロ活動を始め2004年にはハワイ州で開催された

国際コントラバスフェスティバルのJAZZ部門において日本人初最年

少で最優秀賞を受賞する。国内外の様々なミュージシャンから厚い

信頼を得ている。ジャズのみにその活動は限らず「ONE PIECE」や

「呪術廻戦」などアニメ・ゲーム作品での演奏や「ずっと真夜中で

いいのに。」「にじさんじ」など様々なアーティストの作品に参加して

いる。その他にもYouTuber「ミートたけし」として雑談スタイルの

配信を行っており「ABEMA Prime」などにもコメンテーターとして

出演している。

X： @ryukawamura

鈴木直人

1976年生まれ。

4歳からクラシックピアノ

6歳からヴァイオリン

12歳からドラム

13歳よりギターを始める。

15歳より鈴木よしひさ氏に師事。

2004年 Gibson Jazz Guitar Contest優勝。

2010年 Jazz Session on You Tube 2009-10にて

 最優秀ギタリスト賞受賞。

2014年 Diners Club Social Jazz Session 2013-14にて

 優秀者に選ばれブルーノート東京でリーリトナー氏と

 共演。

 リーリトナー氏の選考により最優秀者賞受賞。

 同年Lee Ritenour's Six String Theory 

 World Competiton のJazz/Fusion Guitarist

 部門にて世界第4位。

岩月香央梨

1988年 愛知県岡崎市出身。中学吹奏楽部でパーカッションを始め、

大学でラテンパーカッションに出会い、大儀見元氏、美座良彦氏に

師事。

山田洋次脚本・演出 音楽劇「マリウス」、阿木燿子・宇崎竜童プロデュー

ス「Ay 曽根崎心中」等舞台にもパーカッションで出演。

荒川B琢哉・岡本健太両氏と共にサルサバンド「I.y.a」主宰。

2024年シシド・カフカ氏主宰「el tempo」へ加入。

現在、三浦祐太朗、UNCHAIN他様々なアーティストのサポートや

レコーディング、サルサ、ラテンジャズ、フリーインプロ、フラメンコ、

ミュージカル等ジャンルを問わず関東を拠点に活動中。

▲S C H E D U L E

A R T I S T

https://x.com/ryukawamura


Tó BrandileoneTó Brandileone

Tó Brandileone（ト・ブランヂリオーニ）

新しいMPBのシーンで活躍するだけでなく作曲のほか、映画や舞台

の音楽も手掛け、グループ「5 a seco」のメンバーとしても活躍。

昨年プロデュースを手掛けたアナヴィトリアのアルバム「コール」が

2021年ラテングラミーの最優秀ポルトガル語コンテンポラリー・

ポップアルバム賞を受賞するなど多方面で活躍中。

鎌倉の人気カフェ「カフェ・ヴィヴモン・ディモンシュ」のマスター、

堀内隆志氏が発案/監修する大ヒットシリーズ最新作「Coffee & 

Music NOVOS COMPOSITORES」に自身の楽曲が3曲収録

され、12月11日（木）には待望の再来日を果たすDANI & DEBORA 

GURGEL QUARTETOとともにBLUE NOTE TOKYOへ出演する。

「Coffee & Music NOVOS COMPOSITORES」作品情報

http://www.rambling.ne.jp/catalog/cam-novos-com-

positores/

BLUE NOTE TOKYO 公演情報

https://www.bluenote.co.jp/jp/artists/dani-debora/

▲S C H E D U L E

http://www.rambling.ne.jp/catalog/cam-novos-compositores/


中原仁

中原仁

音楽・放送プロデューサー/選曲家。横浜生まれ。

放送37年目を迎えた人気番組「サウージ！サウダージ..」(J-WAVE) 

をはじめFM番組の選曲/制作を行なっている。

’85年から現在まで約50回ブラジルを訪れ、取材のほか、現地で

ショーロ・クラブ、ジョイス、Saigenji、Akiko、MUJI BGM13、村田

陽一withイヴァン・リンス、高野寛などのCD制作、山下洋輔ブラジ

ル公演 (’95年) 、国際交流基金主催・東京スカパラダイスオーケス

トラ・リオ公演 (2016年) などの制作に従事。

60タイトルを超えるコンピレーションCDの監修/選曲、空間BGMの

監修/選曲、モレーノ・ヴェローゾ・ソロツアー(2011年)、ペドロ・ミラ

ンダ with グルーポ・カデンンシア・ジャパンツアー（2018年、2025

年）の企画プロデュース、ステージ構成/演出 (小野リサ/アントニオ・

カルロス・ジョビン・トリビュート公演：2007年他) をつとめるほか、

ライター/DJ/MC/カルチャーセンター講師としても活動。

制作に関わった音源の近作は、ブラジル録音の「MUJI BGM30」

（2025年）。

『リオデジャネイロという生き方』(2016年：双葉社)共著。

『21世紀ブラジル音楽ガイド』(2018年：ele-king books)監修。

『ブラジリアン・ミュージック200』著（2022年：アルテスパプリッシング）。

『ジョアン・ジルベルト読本』監修（2024年：ミュージックマガジン）

Website: 公式ブログ「中原仁のCOTIDIANO」

 http://blog.livedoor.jp/artenia/

▲S C H E D U L E



▲S C H E D U L E

窪田ひかり

窪田ひかり

2000年 帯広出身

7歳からエレクトーンを始め 作曲やアレンジについて学ぶ。　

ジャズピアノをユキ・アリマサ、片倉真由子に師事

2023年洗足音楽学園音楽大学ジャズ科 首席。

2023年7月　初Single“supposing”をリリース。

また“情景を音で伝えられる“という強みを持ち

オリジナル曲の評価が高い。

2023年9月　烏兎-uto- 結成

2023年12月　TrioThe K 結成　

2024年12月25日　窪田ひかり１stアルバム『path』をリリース。

現在都内を中心に様々な形態で音楽活動を行っている。

Instagram: @hikari621k

Website: https://hikari621.com/

https://www.instagram.com/hikari621k/


閑喜弦介

閑喜弦介

1995年8月14日生まれ。大阪府出身。3歳で父からギターの手ほ

どきを受けて以来今日に至るまでプレイヤーとしての活動にとど

まらず、編曲、作曲家としても、各方面からその卓越したセンスと

技術に称賛を浴びている。2014年よりパリエコールノルマル音楽

院にて研鑽を積み、演奏家ディプロムを取得。2018年にはリール

高等音楽院にてジュディカエル・ペロワ氏の元でフランス国家

演奏家資格を取得。2022年より日本に活動の場を移し、鈴木

大介氏との武満徹プロジェクト、石若駿 Songbook シリーズへの

参加、2024年NHK大河ドラマ『光る君へ』挿入曲演奏、2023年

JR東海TVCM『そうだ京都、行こう。』の音楽監修・演奏など、様々な

フィールドでの活動を展開している。

Instagram: @gggeeennnsss

▲S C H E D U L E

https://www.instagram.com/gggeeennnsss/


大林武司

大林武司

1987年広島県出身。東京音楽大学作曲科在学中にジャズに

傾倒し留学を決意、最高額の奨学金を受給してバークリー音楽院に

入学し、グラミー賞受賞アーティストTerri Lyne Carringtonの

バンドに加入しプロ活動を開始。卒業後はニューヨークに拠点を

移し、自己のバンドを率いてBlue Note NYC,  Jazz At  L in-

coln Center, Small’sなどの主要ジャズクラブに出演しながら、

Takuya Kuroda, Jose James, Terri  Lyne Carrington, 

Na te  Sm i thなどの世界的ミュージシャンのバンドの中核を

担い、これまでに世界30ヵ国以上のジャズクラブやフェスティバル

に出演。2016年にはJacksonvil le Jazz Piano Competi-

tionにおいて、日本人初優勝を飾る。日本においても東京JAZZ、

フジロック、サマーソニックなどの主要フェスティバルに数多く

出演しながら、テレビ朝日「報道ステーション」へJ-Squadの一員

として楽曲提供、コロナ禍により一時帰国している2021年には

MISIAのバンドマスターを担うなどその活動は多岐にわたる。

Instagram: @takeshi_music

Website: https://takeshi.online/

▲S C H E D U L E

 

https://www.instagram.com/takeshi_music/


伊藤ゴロー  &  佐藤浩一

伊藤ゴロー

作曲家／ボサノヴァ・ギタリスト／音楽プロデューサー

青森市出身。ソロアーティストとして、ボサノヴァユニット“naomi 

& goro”として、ボサノヴァ・フィーリングを感じさせる緻密な構築力

と心地よさを兼ね備えた楽曲で、ロック、クラシック、ミニマルといった

ジャンルも横断しながら独自の音楽世界を探求。その独特なハーモ

ニーから“コードの魔術師”と称される。坂本龍一、細野晴臣、高橋

幸宏との共演や、ブラジルミュージシャンとの親交も深く、ジャキス

＆パウラ・モレレンバウムとの共演は海外でも話題を呼んだ。映画

『桜のような僕の恋人』、『思い、思われ、ふり、ふられ』の音楽や、

Netflixドラマ『君に届け 3RD SEASON』の劇中歌とエンディング

テーマ、テレ朝オシドラサタデー『パパと親父のウチご飯』、NHK夜

ドラ『作りたい女と食べたい女』の音楽など、数多くの映像作品の

劇伴音楽も手がける。音楽プロデューサーの近作として、原田知世

『アネモネ』、『カリン』などがある。フジテレビ『ヨルタモリ』での共

演をきっかけに知り合った能町みね子と、2024年にユニットを結

成。2025年6月25日に伊藤ゴロー、ジャキス＆パウラ・モレレンバ

ウムによる坂本龍一トリビュート『TREE, FORESTS tribute to 

RYUICHI SAKAMOTO』をリリース。

Website: https://itogoro.jp

佐藤浩一

ピアニスト／作曲家／編曲家

1983年生まれ。神奈川県横浜市出身。洗足学園音楽大学、バー

クリー音楽大学卒業。ジャズ・即興・室内楽・ポストクラシカル・

ポップス・映画音楽など幅広いフィールドで活動。繊細なタッチで

研ぎ澄まされた音色を放つピアニストとして、伊藤ゴロー、福盛

進也、挾間美帆m_unit、象眠舎、原田知世、林部智史などのグルー

プに参加。映画『劇場版 ヴァイオレット・エヴァーガーデン』（2020

年）、『ラーゲリより愛を込めて』（2022年）、『傲慢と善良』（2024

年）などの劇中音楽のピアノ演奏を担当。また作曲家として数多く

の楽曲も発表、2021年には全て自らの作曲による2枚組のアルバ

ム『Embryo』をnagaluからリリース。ソロピアノによるDisc1と

弦楽カルテットを含むアンサンブルによるDisc2からなるこの作品

で、唯一無二のピアニズムと作曲家・編曲家としての魅力を存分に

発揮。編曲家としては林部智史や“With ensemble”などで多くの

シンガーのアレンジを手掛ける。2023年にはダンサーの笠井叡と

平山素子との公演『フーガの技法を踊る』でJ.S.バッハの「フーガの

技法」全曲を演奏、2024年にはマリア・シュナイダーのチェンバー・

オーケストラで日本初演の作品を演奏するなど、クラシックにも演

奏の幅を拡げている。

Website: http://koichisato.com

▲S C H E D U L E



蔡忠浩

蔡忠浩

2003年、bonobosのVo.&Gt./ソングライターとしてメジャー

デビュー。Dub/ネオソウル/チェンバーロックなど、常に進化を続け

たバンドは、その高度な演奏力や飽くなき創造性、唯一無二な音楽

は高く評価されてきた。

バンドの傍らソロでの活動も行っており、オリジナルアルバムを1枚、

カバーアルバムを3枚リリース。

ここ数年はバンドやソロ活動の枠を越え、CMナレーション、舞台の

音楽監督や映像への音楽提供なども行い、活動は多岐にわたる。

2025年12月、新バンド「TANQUA WATER(タンカウォーター)」を

始動。

▲S C H E D U L E



小西康陽

小西康陽

音楽家。’85年、ピチカート・ファイヴのメンバーとしてデビュー。

解散後も、数多くのアーティストの作詞／作曲／編曲／プロデュース

を手掛ける。

’11年、PIZZICATO ONE名義で初のソロ・アルバムを発表。

’15年、セカンドアルバム『わたくしの二十世紀』を発表。

’24年、ピチカート・ファイヴ時代のレパートリーを中心に、他の

 アーティストへの提供曲やカバー曲を自身で歌った

 ボーカル・アルバム『失恋と得恋』を発表。

▲S C H E D U L E



藤原さくら  &  別所和洋

藤原さくら

1995年生まれ。福岡県出身。シンガーソングライター。天性のスモー

キーな歌声は数ある女性シンガーの中でも類を見ず、聴く人の耳を

引き寄せる。

2024年4月、自身5枚目のアルバム「wood mood」ではサウンド

プロデューサーにジャズドラマーである石若駿を迎え、原点回帰とも

いえながら自身の今の音楽的ムードを昇華した作品を発表。今作を

携えた全国ツアーでは初の東京NHKホール公演をソールドアウト。

ミュージシャンのみならず、役者、ラジオDJ、ファッションと活動は

多岐に亘る。

2026年2月23日にデビュー10周年を記念した武道館公演を開催。

別所和洋

埼玉県和光市出身。6歳よりピアノを始め、18歳でジャズに出会う。

大学卒業後、プロミュージシャンとしてのキャリアをスタート。過去

には「Yasei Collective」、「Gentle Forest Jazz Band」などの

バンドに所属し、現在は自身のプロジェクト、「パジャマで海なんか

いかない」や、SUGIZO率いる「SHAG」のメンバーとしても活動。

そのほか、レコーディングやライブのサポートミュージシャンとしては、

藤原さくら、Ovall、竹内アンナ、ACO、ACIDMAN、CHARA、

go!go!vani l las、bonobos、SUGIZO、Keishi  Tanaka、

UNCHAIN、androp、Micheal  Kaneko、Scoobie  Do、

THE BAWDIES、LOVE PSYCHEDELICO、二階堂和美、

森山直太朗、坂本真綾、中山美穂、米津玄師らと共演。

(順不同、敬称略)

▲S C H E D U L E
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